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魅力ある新国立公文書館の展示・運営の在り方に関する 

検討会（第１回） 議事録 

 

 

日 時：令和３年７月19日（月）14時00分～15時01分 

場 所：Cisco Webex meetingsによるWEB開催 

 

 

 

開会 

 

大臣挨拶 

 

館長挨拶 

 

１．国立公文書館の概要とこれまでの議論について 

 

２．今後の進め方 

  

３．意見交換 

 

閉会 

 

 

 

（出席者） 

田中座長、井上委員、川口委員、川島委員、伏木委員 

井上内閣府特命担当大臣 

山﨑事務次官、別府内閣府審議官、大塚内閣府大臣官房長、三上総合政策推

進室長、酒田大臣官房審議官、杉田大臣官房公文書管理課長 

鎌田国立公文書館長、中田国立公文書館理事 
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○田中座長 時間になりましたので、ただいまから第１回「魅力ある新国立公文書館の展

示・運営の在り方に関する検討会」を開会させていただきます。 

 この検討会の開催要領は、お手元に資料１として配付させていただきました。資料の２

枚目に名簿がございます。そこで、私、田中が座長を務めさせていただくことになりまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、この検討会は、開催要領にありますように原則公開、議事録はホームページに掲

載します。また、資料についても、特段の事情がない限りホームページにて公開すること

といたします。御了承ください。 

 では、議事に先立ちまして、当検討会の開催に当たり、公文書管理を担当されています

井上内閣府特命担当大臣より御挨拶をお願いいたします。 

○井上大臣 公文書管理担当大臣を務めています井上信治です。 

 田中座長、委員の皆様におかれましては、御多忙のところお時間をいただき、誠にあり

がとうございます。緊急事態宣言が出たことに伴いオンライン形式となりましたが、本日、

皆様に御挨拶ができますことを大変うれしく思います。 

 公文書は、現在及び将来の国民に対する説明責任を全うし、国のかたちを後世に伝えて

いく上で不可欠なものであり、国立公文書館は公文書の保存・利用拠点としての重要な役

割を担っています。 

 その国立公文書館は、去る７月１日、開館50周年の節目を迎えたところですが、次の50

年、さらにはその先においても、我が国の公文書管理制度の中で求められる役割を十二分

に果たせるよう、令和10年度末の新館開館を目指し準備を進めてまいりました。 

 本年、詳細な実施設計の取りまとめによりハード面の検討に一区切りがつきましたので、

今後は新館に魂を入れていく作業、すなわちソフト面の検討が急がれます。 

 そこで、今般、新たにこの検討会を設置し、読売新聞東京本社の田中局長に座長をお願

いすることといたしました。 

 議論のキックオフに当たり、皆様には次の３つの視点を踏まえ、自由闊達な御議論をお

願いしたいと思います。 

 １点目として、国立公文書館に保存されている公文書は、国民共有の知的資源であるこ

とから、一部の専門家だけではなく、これまで以上に幅広い方々が公文書に触れ、国民の

アイデンティティー意識を高められる場とすること。このために、常に国民の視点で御検

討いただくこと。 

 ２点目として、デジタル技術の活用などを通じ、保存されている公文書の多様な利用を

促すとともに、他方で、原本だけが持つ迫力、魅力をいかにして示していくかについても

御検討いただくこと。 

 ３点目として、新たな国立公文書館がこれまで以上にその機能を発揮していくためには、

展示の強化のみならず、例えば人材の確保・育成や、地方や海外の公文書館との連携など、

運営面での強化を図る必要があり、この点についても御検討いただくこと。 
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 これらを踏まえ、息長く十分な議論を進めていただき、令和５年度には展示・運営の基

本構想を取りまとめていただきたいと思います。 

 私自身、新館の議員連盟の事務局長として長らく携わってまいりましたので、この会議

にかける思いはひとしおです。諸外国に比べると見劣りするとの指摘もあった国立公文書

館ですが、ぜひ委員の皆様の英知を結集させ、新館開館の暁には、国内のみならず、世界

各国の公文書館にとっての新たなモデルを示せるような、すばらしい施設となることを強

く期待しております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○田中座長 ありがとうございます。 

 続きまして、国立公文書館の鎌田館長より御挨拶をお願いいたします。 

○鎌田館長 国立公文書館館長の鎌田でございます。 

 国立公文書館は、先ほど大臣から御紹介がありましたように、本年７月１日に開館50周

年を迎えました。その記念式典の際には、井上大臣、田中座長をはじめ、多くの皆様に御

参加をいただきました。改めて御礼申し上げます。 

 当館開館からの50年、とりわけ公文書管理法が施行されてからの10年を振り返りますと、

当館の業務の範囲は拡大し、業務内容も高度化してきたと言うことができます。しかしな

がら、歴史公文書を保存し、未来に活かすことの重要性や、国立公文書館が果たしている

重要な役割については、残念ながら必ずしも広く一般に認識されているとは言い難い状況

にございます。 

 ちなみに、当館としても展示等を通じた広報・普及活動に努力をしておりまして、常設

展のほか、その時々の課題に応じて特別展、企画展を開催し、来館者アンケートによれば、

毎回95％以上の方々に満足していただいています。これも来館者が時代を超えて受け継が

れてきた本物の文書に接することで、様々な発見をし、驚きや感動を得ているからであり、

引き続きその充実を図っていくべきものと考えています。 

 他方で、来館せずとも公文書に触れられる機会を増やすことも重要であり、アジア歴史

資料センターでは3,200万画像の資料を公開しており、内外の研究者に高く評価されていま

すし、本館では過去に人気を博した展示会をデジタル展示として再構成し、ホームページ

に掲載しています。令和２年度のページビューは、それまでの５年間の平均に比して50％

増加いたしました。また、昨年度から企画展の展示紹介動画をSNSでも公開しています。さ

らに、常設展では各展示資料の横にQRコードを設置し、関係のあるデジタルアーカイブを

携帯端末から閲覧可能にしていますし、これ以外にも教育用コンテンツの作成等でICTの活

用を進めています。 

 これらは全て内容的には極めて高度で興味深いものでありますが、幅広い参加者を得て

いるわけではなく、将来の発展の可能性、発展していく余地は大きい。言い換えれば、さ

らに一層の努力が求められていると言わざるを得ないと考えています。 

 この点、新館におきましては、展示・学習用のスペースが現在の本館に比して約5.5倍に
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増加すること。さらに、修学旅行生が国会見学の機会に国立公文書館を訪問することが期

待されることなどから、展示を通じた広報・普及活動の一層の拡大、特に小中学生向けの

展示の充実、さらには体験的学習の機会の創設などを図りたいと考えています。 

 こうしたことを含めて、国立公文書館としては、新館の開館を機に業務内容のさらなる

拡大と充実を図り、社会的認知度を飛躍的に向上させたいと願っています。 

 本検討会におかれましては、「魅力ある新国立公文書館の展示の在り方」、さらには世

界に誇る国民本位の新国立公文書館にふさわしい業務運営、組織運営、あるいは国内外ア

ーカイブズとの連携の在り方等につきまして、幅広い視点から貴重な御提言をいただける

ものと大いに期待いたしております。 

 最後になりますが、国立公文書館に対しましてこれまで以上の御指導、御支援を賜りま

すようお願い申し上げて、私からの挨拶とさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

○田中座長 ありがとうございます。 

 それでは、これより議事に入ります。報道のカメラの方は退室をお願いいたします。 

（報道関係者退室） 

○田中座長 本日は第１回の検討会ですので、まず、各委員の皆様から１～２分程度で簡

単な自己紹介をお願いしたいと思います。 

 まず、私から始めたいと思います。 

 座長を務めます田中隆之であります。現在、読売新聞東京本社の総務局長をしておりま

すが、６月までは編集局におりました。長く国会とかですね、各府省、総理官邸を取材し

ておりました。政治の現場です。政策を取材する記者におきまして公文書というのはです

ね重要な取材対象であります。政府外の立場ではありますが、公文書に様々触れてきて、

その政策決定の過程を見てきましたし、大きな政策の変更が進められる様子も見てきまし

た。公文書をつくるために、公務員の皆さんがどれだけ心血を注いでいるかも見ています。

同時に、日本の公文書管理の歴史がまだ浅くて、文書に手を加えるという問題が昨今出て

いる、そういう非常に残念な状況も理解しています。 

 令和10年度をめどに新しい国立公文書館がこの国会のすぐ隣にできるというのは非常に

大きな節目だと思っていますし、展示というのは保存、利用と並ぶ重要な役目でありまし

て、国民共有の知的資源である公文書を集めた施設にふさわしい展示や運営の在り方を考

えていきたいと思っています。 

 公的なこういう会合の座長をするのは初めてでありますが、意思疎通を丁寧に図りなが

ら運営していきたいと思いますので、皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料１の名簿にある順に沿いまして、五十音順に自己紹介をお願いしたいと

思います。 

 井上委員、お願いいたします。 

○井上委員 皆様、こんにちは。一橋大学法学研究科の井上由里子でございます。 
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 私の専門は著作権法をはじめとする知的財産法です。公文書管理法は専門ではございま

せんけれども、広い意味のアーカイブズ、デジタルアーカイブズなどの著作権の問題は専

門領域になっております。 

 公文書管理に関しましては、現在、公文書管理委員会の委員を務めておりますほか、国

立公文書館の認証アーキビスト、昨年度発足した制度でございますが、こちらの認証委員

会の委員も務めています。 

 新たな国立公文書館に関しましては、平成26年に設置された「国立公文書館の機能・施

設の在り方等に関する調査検討会議」の委員として関与しております。令和１０年に開館

は後ろ倒しになりましたが、すばらしい立地を確保し、実施設計などハード面も固まり、

いよいよ展示・運営のソフト面について本格的に議論するフェーズになったということは

大変感慨深く、これからしっかり議論していきたいと考えております。 

 今回、新たな公文書館では、歴史に関する展示も行うことになるわけですが、近現代の

歴史につきましては、近隣諸国との「歴史認識」をめぐる機微に触れる問題もあります。

歴史の解釈は、国によっても、個人によっても異なるところがあり、これは避けられない

ことだろうと思います。 

 国立公文書館の展示では、日本の立場から見た歴史認識をベースにした展示になってく

るのだろうと思いますし、そうなるべきだと思いますが、異なる解釈、認識をする者との

間で、対立ではなくて対話を生み出すような開かれた展示にしてほしいと考えております。 

 これから様々議論が進んでいくと思いますけれども、私も微力ながら貢献できるように

努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○田中座長 よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 次に、川口委員、お願いします。 

○川口委員 国立西洋美術館で情報資料室長を務めております川口雅子と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 当館では、美術作品や所蔵図書に関する記録あるいは情報の整理、また、一部ですけれ

ども、デジタル化、そのウエブ公開に携わってきました。 

 当館で到達できていること、できていないことは多々あるのですけれども、近年の博物

館、美術館界の問題意識としまして、特に欧米諸国の現状を見ると、ある美術館、博物館

がその作品を収蔵していることに何か問題はないのか、公正なのか、正当なのか、そうい

う視点があることを業務の過程で意識しております。つまり、欧米においては、戦争中の

文化財の略奪とか、場合によっては植民政策といった過程の中で、作品が所有者の手元か

ら不当に押収された過去があるのかどうかといったことが美術館に問われるようになって

きているという現状を感じています。 

 このとき、作品がどのような経緯を経てきたかというのは、つまり、作品の伝来とか来

歴ですけれども、そういったことはまさに記録資料、アーカイブズ資料によってこそ明ら

かになることで、具体的には美術の場合は作品のリストであったり、売買の記録であった
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り、あるいは写真、応接室に飾られた作品の写真とか、そういったものであるわけですけ

れども、近年、そうした様々なアーカイブズ資料、それは視聴覚資料も含めてですけれど

も、そういったもののデジタル化が進んでアクセスがしやすくなって、私どもも業務上利

用する機会があるという状況になっています。 

 さらに、欧米諸国では、それが専門家はもちろんですけれども、一般市民にとっても展

示あるいはインターネット、場合によってはSNSなどを通じて目にする機会が増えてきたな

と感じています。つまり、博物館、美術館が、今日、社会が抱える問題と決して無関係で

はないと感じています。 

 ですので、新しい国立公文書館においても、そういう意味で一般の市民に何かを問いか

けるような展示、あるいは活動ができるといいのではと考える次第です。そういったこと

で、何か微力ながらお役に立てることがあればと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○田中座長 よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 次に、川島委員、お願いします。 

○川島委員 東京大学の川島でございます。駒場の国際関係論で国際関係史を教えていま

す。専門は中国の外交史、アジア政治外交史でございます。 

 これまで、内閣府の公文書管理委員会の委員とか、あるいは外務省の外交記録公開促進

委員等をしてまいりました。 

 恐らくは歴史学者、あるいはアーカイブを利用する立場、また、外交史ですので世界中

のアーカイブを利用しますから、利用者として世界の公文書館との比較という観点も求め

られているのだろうなと思っているところです。 

 今、この委員会の直接な役割から外れるかもしれませんが大きな話をしますと、私自身

は幾つか重要だと思っている論点があります。第１に、アーカイブあるいは公文書という

ものを考える際に、やはりアカウンタビリティーの問題が重要です。これは大臣もおっし

ゃいました。その際に、もちろん今の社会、今の国民へのアカウンタビリティはあるので

すけれども、未来へのアカウンタビリティー、将来へのアカウンタビリティーをどう担保

するかということも重要だと思っています。50年後に今がどう検証されるのかという観点

です。30年後に今から20年前がどうかということもありますけれども、もちろん30年原則

あるいはもっと早い原則ができればもっと変わりますけれども、そういうような観点、時

間軸をとても大事にすべきだと考えています。これが１点目です。 

 ２点目は、この公文書が作成されてから、公開、あるいは保存していくという、文書の

ライフサイクル全体をどういうふうに考えるのか、ということです。文書が出来上がって

いき、現用文書として管理されながら使われ、そしてそれが廃棄、あるいは保存、公開さ

れていくという、文書のライフサイクル全体を考えて、それがどう構想され、それはデジ

タルも入りますけれども、そこにレコード・オフィサーなり、アーキビストなり、そうし

た人材が適切に関わっていけているかどうか、ということです。ここはやはり欧米の国々
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に学ぶところは大きいと思いますし、明治に日本が公文書館制度をなぜかちゃんと入れな

かったということもあります。これが２点目です。 

 ３点目は、公文書を公開する、これは展示も含みますけれども、それがある種の国民へ

のアカウンタビリティーと同時に世界へのアカウンタビリティー、また世界へのある意味

で言うとパブリック・ディプロマシーとも言える面がある、ということです。これは、日

本自身が一体何をやっているのか、何を考えてどういう根拠で何をしているのか、という

ことを世界に示す、ということでもあります。現在あるいは将来のことを考えても、私は

歴史の書き手なので申し上げるのですが、歴史を書く際に根拠を提示しない国のことは書

けないのです。世界中にいる大学院生が世界のアーカイブを回って文書を集めて、それで

歴史をどんどん書いているわけです。その現場に、改ざんとかはいけませんし、故意に隠

すのもいけませんけれども、そうした歴史の書き手に適切にしっかりと材料を出せるかど

うか。これがある種のパブリック・ディプロマシーであり、将来に対するアカウンタビリ

ティーにつながると思っています。プロパガンダはよくないですし、そういうことをやる

べきではないと思いますけれども、世界に対して、また歴史にどう描かれるかということ

を意識して説明するという観点を持つことは大事だと思います。 

 欧米に学ぶということもあるのですが、しかしながら、この10、20年間の東アジアの国々

のアーカイブ制度、それから公開のありようを見ると、極めて積極的なものがありますの

で、これも念頭に置いておいていいと思います。これは別に競争すべきという意味ではあ

りません。ただ、何かする際に欧米を参照するとすぐに行くのではなくて、アジアの国々

や欧米街の国々がアーカイブに注目し、様々なことをしていますので、では日本はどうな

のかという比較の観点も必要であろうというつもりで申し上げております。 

 ですから、大臣もさきほどおっしゃいましたように、国民のアイデンティティーは大事

なのですけれども、将来へのアカウンタビリティ、あるいは世界へのアカウンタビリティ、

つまり時間と空間をどう広げて考えることができるのか、また、そのアーカイブをどうい

うふうにライフサイクル全体で考えて、そこに適切な人材なりが配されているかというこ

とを考えることが求められているものと思います。そのために、何かできればなと思って

いるところでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○田中座長 よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 次に、伏木委員、お願いします。 

○伏木委員 皆様、初めまして。信州大学の伏木と申します。 

 私の専門は教育学、教育方法学ということで、学習者が自律的に学ぶためのカリキュラ

ムや授業設計をどうするかということがもともとの専門でありまして、学校現場に入り込

みながらフィールドワークを通して開発研究をやっているというのが本来の姿です。現在、

学内では教職大学院の専攻長を開校以来ずっと務めており、学校の先生方、それから教師

になろうとする人たちの学びをサポートしているということで、教師教育というジャンル

も今はかなりエフォートが高いジャンルになっています。 
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 また、独立行政法人教職員支援機構のブランチ、地域センターとして、地方の教員研修

を担うというミッションを背負った信州大学センターを昨年度から委嘱されて始まってお

り、その責任者も務めているので、先生たちの目線でどういうものが資料として有効活用

できるのかということに関して少しお話しできるかなと思っています。 

 一方で、長野県教育委員会の教育委員、教育長職務代理者を兼ねておりまして、しばし

ば教育行政文書の公文書と向き合う日常にありまして、どこまでが公開されるべきかなと

いうことをしょっちゅう考えているという立場でありますので、先生方のような御専門と

は違って、どれだけお役に立てるのかはかなり怪しいところではあります。 

子供たち、中高生、あるいは現職の教員、そして一般の人たちからして、まだまだ日本

の公文書あるいは公文書館というものが身近ではないし、そこに訪問に行きたいという場

所とはなかなか言い難いように思います。 

 一方で、デジタル社会になりつつある今日、文書そのものの価値、貴重な歴史的な遺産

ということの大事さもさることながら、今ほとんどの公文書がデジタルでつくられている

わけですから、これまでの50年とこれからの50年は発想を変える部分も必要なのではない

かと個人的には思っています。拡張現実だとかデジタルのアーカイブズを未来志向型に有

効活用しながら、そこに行かなくても貴重な資料が閲覧できるようなシステムのどこまで

が閲覧可能な世界なのかを吟味するということも必要かと思うのですが、そんなフェーズ

に入っているようにも思います。 

 一方で、公文書というものが我々の国の在り方、それから市民生活にとってどういう役

割を果たすのかということは、私を含めて多くの人々にとってまだ無頓着というか、関心

が薄かった分野だと思いますので、こういう機会に一般の人の目線で考えられる公文書、

今、公文書という言葉自体の評判が悪いですけれども、ここをイメージアップできるよう

な、そんなことに微力ながら協力させていただけるとありがたいなと思っています。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○田中座長 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 それでは、内閣府と国立公文書館よりそれぞれ自己紹介をお願いいたします。 

 最初に内閣府から。 

○杉田課長 では、内閣府のほうからまず御紹介させていただきます。 

 山﨑事務次官でございます。 

 別府内閣府審議官でございます。 

 大塚官房長でございます。 

 三上総合政策推進室長でございます。 

 酒田審議官でございます。 

 それから、国立公文書館のほうでございますけれども、先ほど御挨拶いただきました鎌

田館長です。 

 それから、中田理事でございます。 
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〇田中座長 ありがとうございます。それでは、議題の１．国立公文書館の概要とこれま

での議論についてに進みたいと思います。まずは、「国立公文書館の概要」の動画をご覧

ください。オンラインで参加されている委員の皆様は、画面上でご覧いただくか、先にお

送りしたURLよりご覧ください。 

（動画 国立公文書館紹介映像（一般来館者用）「時を貫く記録を守る」－国立公文書館

の使命と役割－ https://www.youtube.com/watch?v=qr0r86EgKjU 上映） 

○田中座長 続きまして、これまでの議論についてと今後の進め方については、事務局の

内閣府より説明をお願いいたします。 

○杉田課長 事務局でございます。資料２から説明させていただきます。 

 我が国の国立公文書館につきましては、北の丸に本館施設があるわけですけれども、冒

頭に大臣からございましたとおり、諸外国に比べますと、施設面、機能面において見劣り

する部分があるだろうという指摘もございますし、書架が既に満杯状態にあるということ

で、新しい建物を造るというストーリーに今なっているところでございます。 

 具体的には、国会の前庭にあります今の憲政記念館を取り壊しまして、そこに合築をす

るということで、この資料にありますとおり、これまで基本計画、基本設計、それから今

般、実施設計ということで取りまとまっているところでございます。 

 ２ページ目でございますけれども、具体的なイメージを写真を使いながら説明をすると

ころでございます。 

 御案内のところでございますが、左側の白っぽい建物が国立公文書館、右側の黒っぽい

ほうが憲政記念館という形になってございます。両館の独自性を表現するという形になっ

ております。 

 真ん中ほど、展示・学習スペースの関係でございます。これは建物全般的に言える話で

ありますけれども、ナラ等の木材をふんだんに利用する、日本らしさを表現するという形

になってございます。 

 展示室につきましては、先端技術を活用いたしましてデジタル展示にも対応できる空間

構成とすることにしております。 

 一番下の保存のところでございますけれども、所蔵資料を永年保存するということで、

保存環境を確保するということ。修復作業室につきましては、時間帯によっては透明にし

て中を見学できるようなフレキシブルな構造にしているという形になってございます。 

 ３ページ目でございますが、上のところ、現在、北の丸の本館には独立した交流スペー

スはないわけですけれども、新館では新たに交流スペースを２つ設けまして、いろいろな

イベント、柔軟に対応できるようにするという形にしてございます。 

 ４ページ目、今後の予定でございます。昨年、大規模な埋蔵文化財調査が必要であるこ

とが判明いたしましたので、別途、埋蔵文化財調査を行うということで、当初の予定より

も２年ほど遅れまして10年度末の開館を目指すという形にしておるところであります。 

 年明けの２月ぐらいには憲政記念館の代替施設が完成する予定となっております。その
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後、憲政記念館を取り壊し、埋蔵文化財調査を経まして、本体工事に着手する予定となっ

てございます。 

 左下のところ、先ほど館長からもございましたけれども、展示・学習スペースにつきま

しては今の広さの5.5倍、展示スペースに限って申し上げますと約４倍になりまして、展示

の内容、手法等について、今後しっかり検討する必要があるということでございます。 

 資料３で、これまでの議論、基本的考え方を紹介したいと思います。 

 展示等の利用促進につきましては、そもそも国立公文書館の努力義務規定となっている

わけでございますけれども、閲覧とは異なりまして、公文書の利用そのものではございま

せんが、歴史に対する関心や理解を深める、公文書に親しむ精神的基盤を醸成するという

意義を有するものでございます。 

 なお、この資料につきましては、これまでの議論をまとめたものですけれども、これか

らの議論を拘束するものではございませんので、気づきの点がございましたら後ほど御意

見をいただければと思います。 

 ２ページ目でございます。全般的な展示のコンセプトということで、国のかたちや国家

の記憶を伝え将来につなぐ「場」ということで、そのような記憶に接し、理解を深めるこ

とができるよう、極めて幅広い年代の所蔵資料を中心とした展示とすることにしておりま

す。 

 さらに、ターゲット層といたしまして、初めての人から専門的な調査・研究を深めたい

人まで、様々な利用者を想定しているところでございます。 

 １点補足でございますが、新たな国立公文書館は国会前庭に立地するということで、今

後は国会参観者が多く来訪することが想定されることになっております。国会の参観者は

主に小中学生の団体利用者が多いこともございますので、新館ではそのような小中学生を

主に念頭に置きながら、それよりも上の高校生とか大学生、成人、シニア層、研究者、イ

ンバウンドの外国人等、様々な世代、バックグラウンドの人々を想定し、幅広い年代の所

蔵資料を中心に展示を行っていく必要があるというところでございます。 

 ３ページ目でございますが、展示物の形態や展示手法について、やはり原本展示を基本

としつつも、保存と利用のバランスの観点、必要に応じて入れ替えや複製物の併用を行う

こと。諸外国の先行事例も参考にしながら、展示期間、原本展示に必要な措置のための費

用等の観点からも、慎重に検討を行うとされているところであります。 

 さらに、４ページ目でございますが、音声・映像、先端技術の活用によりまして、その

出来事の時代背景、人物の関わりをリアルに実感をもって分かりやすく伝えるということ。

展示解説につきましても、様々な手段や技術を併用いたしまして、分かりやすくきめ細や

かな配慮をして、伝わるように工夫をすること。 

 ５ページ目でございますが、我が国の歩みをたどる上で象徴的な文書を中心としたシン

ボル展示でございますが、これは大日本帝国憲法、終戦の詔書、新日本建設ニ関スル詔書、

日本国憲法等の象徴的な文書を中心に構成することとしてはどうかというところでありま
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す。 

 ６ページ目、常設展示のテーマ設定でございますが、２本立てということでございます。

まず、我が国の歩みの紹介が一つ、もう一つが公文書管理の意義を伝えるものであります。 

 前者につきましては、近代以降を中心に政治、外交、社会等の動きについて紹介をする。

近代以降につきましては、満遍なく戦前、戦中、戦後に分けることとしてはどうだろうか

と。時代区分とは別途の分け方として、「日本国のかたち」「民主主義の発展」「政治」

「経済」「文化」「社会」「国際関係」等、そういった横串のテーマ設定についても検討

してはどうだろうかというところでございます。 

 資料４、三館の機能分担でございます。これも御案内のことかと思いますが、新館と現

在の北の丸本館、つくば分館ということで三館体制になるわけでございますが、新館につ

きましては、多くの国民が利用する展示・閲覧を中心とした総合的センター施設、本館機

能を有するとすること。北の丸本館につきましては、いわゆるプロ向けの研修等の学習拠

点、専門家向けの書庫。つくば分館につきましては、保存機能、書庫の機能に特化すると

いうことで、有機的な連携をしていくという内容になってございます。 

 最後に、資料５、今後の進め方でございます。 

 令和10年度末に開館予定ということで、それまでの７～８年間、息の長い調査・研究と

なりますけれども、それから逆算いたしまして、向こう３年ぐらいかけて展示・運営の基

本構想を令和５年度に取りまとめるということにしたいと考えております。 

 展示・学習スペースにつきましては、先ほど申し上げましたとおり5.5倍の広さになると

いうこと。さらに、国会前庭の立地、憲政記念館との合築ということで、来館者が質的に

もより多様化し、数も大きく増えることが予想されます。 

 それから、国立公文書館の展示の入場者の実態について、資料はないのですが、少し言

及いたしますと、特別展、企画展の集客力が圧倒的に高くなっております。常設展のみを

見に来る方は少数派となっております。そういうことで、初年度の今年度は、特に常設展

の魅力を高めるため、そのコンセプト、展示資料の年代、運営の在り方等の基本的考え方

を御議論いただきたいと考えております。 

 来年度以降は、より議論を深掘りいたしまして、展示の手法・構成等の具体化、展示や

館の基幹業務をなす業務の運営を支える人材の育成強化、その他の役割強化の方策につい

ても併せて議論していただければと思っております。 

 具体的には、展示のテーマといたしまして、先ほど紹介した基本計画にありますとおり、

国のかたちや国家の記憶に接し、理解を深めることができる極めて幅広い年代の所蔵資料

を中心とした展示をどう具体化していくのか。 

 展示の種別といたしまして、シンボル展示、常設展示、企画展示の３つがあるわけです

けれども、それぞれの展示ストーリーにどう展開していくのか。 

 あるいは、ターゲットごとの展示手法といたしまして、幅広い来館者のターゲット別の

解説の在り方、あるいは伝わりやすいような情報の階層化の在り方等の検討が考えられる
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のではないか。 

 展示室内の使い方や空間構成につきましては、原本と複製物の併用、あるいは写真・映

像・音声等の活用、さらにはデジタル技術による体験型、インタラクティブの展示が考え

られるのではないかと考えております。 

 その他、運営上の諸課題ということで人材の育成・確保。今年１月からアーキビストの

認証が始まったところでございます。ほかの地方公文書館との連携、国際的な公文書館活

動への積極的な参画など、そういった諸課題の検討を進めていくこととしております。 

 それで、令和５年度に基本構想、さらにこれを受けまして内閣府のほうで展示基本計画

案を作成いたしまして、基本設計、実施設計という流れになろうかと考えております。 

 また、参考資料として、新館建設に係る主な経緯、基本計画、基本設計の３つを配付し

ておりますので、適宜御参照いただければと思っております。 

 御説明は以上でございます。 

○田中座長 ここまでの説明につきまして、御質問や御発言があろうかと思いますが、議

事の都合上、次の議題である意見交換にてお受けしたいと思います。 

 それでは、議事の３番、意見交換に進みたいと思います。 

 本日、全般を総括しまして御質問や御発言がありましたら、皆様よろしくお願いいたし

ます。 

 最初に、キックオフとして私が幾つかお話ししたいと思います。１つは、こういう新し

い施設の展示を考えるに当たりまして、今、各博物館、公文書館が様々な先進的な事例を

やっているケースが多いと思いますので、そういったところにつきまして視察を行ったり、

担当者の方との意見交換、こういったものは今後検討していってもいいのではないかと考

えています。 

 あわせて、今回一緒に建て替えることになります憲政記念館が隣にありますので、憲政

記念館がどのような展示をしていくのか、そことの有機的な連携もあろうかと思いますの

で、そことの意見調整、意見交換はやっていく必要があるかなと考えています。 

 ほかに何かありましたら、ぜひよろしくお願いいたします。 

 川島先生、お願いします。 

○川島委員 ありがとうございます。 

 これからいろいろな機会があるので、特に今、長い時間をかけて言う必要はないと思い

ますけれども、先ほどの展示のお話の中でちょっと気になったことがございまして、１点

だけコメント兼質問させていただければと思います。 

 日本の範囲というものが、近代、現代、変容しているわけです。ですから、植民地があ

った時代もあり、占領地があった時代もあり、そして、アメリカの占領下にあった時代が

あり、その後の沖縄、奄美、小笠原の返還もあり、そういった意味では日本の空間が変容

するわけです。ですので、展示の際に、現在の日本の空間、現在、日本の国民が住んでい

る空間だけに対象を限定して、それを過去に投影するのではなく、その時代、その時代の
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日本の空間、範囲というものを意識した展示にすることが、やはり開かれるといいますか、

先ほどからあるような歴史の機微に触れる、ことになりますし、そうしてこそ対話が可能

になるのだろうと思います。 

 ２点目に、先ほど教育に関する話がありましたけれども、今度、「歴史総合」という新

しい科目ができますが、そこでは資料を使って教育するということが重視されるわけです。

デジタル教材はもちろんのことです。こうした傾向にいかにコミットできるのか。アジ歴

などはすでに試みを始めていますが、こうしたこともすごく大切と思います。ここにうま

くコミットできれば、初等教育、中等教育を含めて、教育段階で公文書の重要さを国民に

広く伝えられることになると思います。展示も含めて、教育にコミットするということも

一つの考えであってもいいかなと思っておりました。 

 以上でございます。 

○田中座長 御意見として承知いたしました。 

 内閣府とか公文書館から発言はありますか。よろしいですか。 

 では、ほかに御意見、御質問がありましたらお願いします。 

 伏木先生。 

○伏木委員 伏木です。 

 川島先生のお話につなげてですけれども、私は教育の分野から発言を求められてここの

メンバーに入ったと思うのですが、私自身も中学、高校の社会科教員の時代もありまして、

現在も某教科書会社の執筆もやっているのですが、教科書とか資料集をつくるときに、ど

ういうドキュメント、どういう資料に当たるかというのは結構大事なのです。そういうと

きに、国立公文書館の資料にアクセスするということをどれだけ今まで教科書執筆者がや

ってきたかというと、そんなに多くないのです。新聞各社の貢献もあるのですけれども、

もうちょっと公文書というものが身近に教材研究のフィールドに入ってくるといいなとい

うのがまず１点、川島先生のお話を伺いながら強く思いました。 

 もう一点は、自己紹介のときに川島先生がおっしゃっていた後半の話ですけれども、未

来に向けてということです。私は正直なところ、博物館とどうすみ分けをするのかだとか、

美術館、博物館と国立公文書館はそもそも機能が違うのではないかなと個人的には思って

いて、修復や貴重な古典の財産を残していくことももちろん大事だけれども、国立公文書

館は何をもって残して、何を公開して、どういうことが政策決定に意味を持つのかという

プロセスみたいなものがもっともっと一般の人たちにも理解され、小中学生、高校生にも

もう少しその辺の理解が進むといいなと思っているのです。 

 そういうときに、例えば我々研究者がアメリカで50年封印されていたものが開示される、

そういうドキュメントとか、今まで公開されなかった極秘文書がようやく見ることができ

るとか、そういうのをわくわくして、過去に遡って何が起こったかを見るということをや

るわけですけれども、今行われているコロナ禍での政策決定とか、その前の、言いません

けれども、いろいろな○○事件とかで公文書が少し心配されたようなこととかも含めて、
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今はいろいろと事情があって公開できないこともあるかもしれないけれども、後に検証す

ることができる、なぜそこが黒塗りだったのかとか、そういうことは学習者目線で言うと

興味津々なのです。 

 そういうふうにして我々はセキュリティーとか、公文書とか、本当のことを知る権利と

か、逆に守るべき情報とか、そういうことを考える機会をある意味無頓着にスルーしてき

たのかもしれないのです。国立公文書館はそんな役目があるのではないかなと思うと、常

設展でどんなことをやると集客数が上がるかとか、特設展でどれだけ人を集めるかという

ことには私は正直言うとあまり関心がなく、公文書の意味合い自体が多くの人に理解され

て、デジタルでも、インターネットを経由してでも、多くの人が信頼を持ってアクセスで

きる拠点になっていくものにしていくためには、これからどういうふうな展示をし、どう

いうふうな見せ方をすることがいいのかなと、そんな自分の思いを冒頭にお話しさせてい

ただきました。 

○田中座長 ありがとうございます。 

 川口委員、お願いします。 

○川口委員 私も今、川島先生、伏木先生がおっしゃったことに賛成です。公文書の中身

を見せていくことも大事だと思うのですけれども、それとともに公文書を扱うというか、

なぜこの資料が公文書館にあるのかとか、その資料そのものが収集されて、選別されて、

残されるもの、残されないものがあるとか、そういう資料をめぐる制度自体を学ぶ、公文

書館そのものを学んで、学生には与えられた歴史のストーリーを見せるだけではなく、そ

こにアクセスしていく力をつけてもらう、資料批判の力を身につけてもらう、そういう仕

組みがあるとすごく面白いというか、民主主義の国家を構成する市民として必要なリテラ

シーを身につけてもらうことが必要なのではないかと思っています。 

○田中座長 ありがとうございます。 

 井上委員、何かありましたら。 

○井上委員 ありがとうございます。 

 公文書管理制度の意義を伝えるような展示も必要なのではないかということは、３先生

と同じ考えを持っております。 

 公文書管理制度の意義はなかなか分かりづらいというか、実感しづらいところがあると

思いますので、今おっしゃったような教育の中でそれを組み込んでいくということももち

ろんあると思います。さらには、例えば日本では終戦直前に、敗戦後の戦犯としての責任

追及を恐れて公文書が大量に焼却され、過去を検証することができなくなったということ

がございます。これは歴史に対する責任感を著しく欠いた行為だったかと思います。 

 他方で、その反省にも立ちつつ、国立公文書館のアジア歴史資料センターでは、近現代

の資料を内外の誰もが広くアクセスできるようなデジタルアーカイブズとして公開してお

り、海外でも非常に高く評価されていると伺っています。 

 そういった過去の歴史の中で公文書管理ができていなかったということも示しつつ、示



15 

 

し方はいろいろあると思いますけれども、その教訓も踏まえて、今、我々が公文書管理制

度をしっかりやっているのだということを見せていくということもあり得るのではないか

と思いました。 

 もう一点、先ほど私、対話を創発するような展示にしてほしいと申しました。新たな国

立公文書館では日本で保存されている公文書の展示がなされるわけですが、それに併せて、

例えば海外の公文書館で保存・展示されている関連する公文書をデジタルでつないで紹介

するということにしますと、歴史を複眼的、多面的に理解できるような展示になるのでは

ないかと思っております。 

  

○田中座長 ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。 

 なければ、そろそろ時間となりましたので、本日の議論はこの辺で切りたいと思います。 

 次回以降の検討会の在り方につきましては、本日の議論を踏まえつつ、秋頃に事務局に

おいて設定していただきたいと思います。 

 最後に、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

〇杉田課長 本日の検討会の議事の記録につきましては、各委員の皆様に御確認いただい

た後、ホームページに掲載したいと思います。 

 事務局からは以上でございます。 

○田中座長 それでは、本日の会議はこれで終了したいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 


